























point of Cityscape Paintings
洛
中
洛
外
図
の
中
の
京
都
二
つ
の
洛
中
洛
外
図
　
「
歴
博
甲
本
」
と
「
上
杉
本
」
の
洛
中
洛
外
図
屏
風
は
、
戦
国
時
代
の
京
都
の
姿
を
描
い
た
最
も
有
名
な
絵
画
資
料
で
あ
る
。
小
島
道
裕
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
そ
の
制
作
年
代
は
前
者
が
一
五
二
五
年
で
後
者
が
一
五
六
五
年
だ
と
さ
れ
、
い
ず
れ
も
そ
れ
に
近
い
時
期
の
京
都
の
姿
を
表
現
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
二
つ
の
著
名
な
洛
中
洛
外
図
は
、
基
本
的
な
構
図
や
内
容
に
類
似
す
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
先
に
完
成
し
て
い
た
「
歴
博
甲
本
」
を
原
型
と
し
た
地
理
的
な
整
合
性
や
四
季
性
な
ど
の
特
徴
に
基
づ
き
、
系
統
的
な
視
点
で
説
明
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
　
し
か
し
、
こ
の
類
似
し
た
二
つ
の
洛
中
洛
外
図
に
も
、
東
西
通
の
傾
き
や
公
方
邸
の
位
置
、
描
か
れ
て
い
る
寺
社
お
よ
び
、
そ
れ
ぞ
れ
の
洛
中
洛
外
図
の
主
人
公
と
考
え
ら
れ
る
人
々
な
ど
、
異
な
っ
て
い
る
点
も
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ま
で
、
こ
の
よ
う
な
二
つ
の
洛
中
洛
外
図
の
類
似
点
と
相
違
点
に
つ
い
て
は
、
主
に
美
術
史
の
視
点
か
ら
研
究
が
す
す
め
ら
れ
て
き
た
。
そ
れ
は
、
こ
の
二
つ
の
洛
中
洛
外
図
が
、
制
作
者
の
意
図
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
創
作
性
の
高
い
絵
画
資
料
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、
絵
画
資
料
を
対
象
と
し
た
研
究
と
し
て
最
も
適
切
な
す
す
め
方
と
言
え
る
。
　
ま
た
、
こ
の
二
つ
の
洛
中
洛
外
図
に
よ
っ
て
表
現
し
よ
う
と
し
た
も
の
が
何
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
も
、
林
屋
辰
三
郎
氏
以
来
研
究
が
す
す
め
ら
れ
〔
林
屋
一
九
八
四
〕、
水
藤
真
〔
水
藤
一
九
九
四
〕・
黒
田
紘
一
郎
〔
黒
田
紘
一
九
八
七
ａ
・
一
九
八
七
ｂ
・
一
九
九
六
〕・
今
谷
明
〔
今
谷
一
九
八
八
〕・
瀬
田
勝
哉
〔
瀬
田
一
九
九
四
〕・
黒
田
日
出
男
〔
黒
田
一
九
九
六
〕・
小
島
道
裕
〔
小
島
二
〇
〇
九
〕
の
各
氏
に
よ
る
、
精
緻
で
意
欲
的
な
研
究
が
発
表
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
　
そ
ん
な
中
、
と
く
に
近
年
は
京
都
市
内
の
発
掘
調
査
情
報
の
蓄
積
と
整
理
が
す
す
み
、
調
査
で
見
つ
か
っ
た
遺
跡
を
洛
中
洛
外
図
の
描
写
と
対
比
し
て
考
え
る
研
究
も
お
こ
な
わ
れ
て
き
て
い
る
。
そ
の
点
で
こ
の
二
つ
の
洛
中
洛
外
図
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
美
術
史
的
な
見
方
に
加
え
て
、
都
市
図
と
し
て
の
見
方
も
慎
重
に
検
討
さ
れ
は
じ
め
る
環
境
が
整
っ
て
き
た
と
言
え
る
。
　
た
だ
し
発
掘
調
査
で
得
ら
れ
た
情
報
と
洛
中
洛
外
図
の
対
比
は
個
別
に
お
こ
な
わ
れ
、
都
市
全
体
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
た
こ
と
は
無
い
。
ま
た
洛
中
洛
外
図
制
作
の
意
都
市
図
と
し
て
の
視
点
か
ら
141
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図 2　歴博甲本に描かれた下京
図 3　上杉本に描かれた下京
図
を
探
る
読
み
解
き
研
究
は
、
基
本
的
に
上
京
を
舞
台
と
し
、
さ
ら
に
「
上
杉
本
」
か
「
歴
博
甲
本
」
か
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
場
合
が
多
い
。
確
か
に
上
京
と
下
京
を
比
べ
た
場
合
、
登
場
人
物
や
出
来
事
の
場
面
の
物
語
性
は
、
上
京
が
強
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
（
図
1　
歴
博
甲
本
と
上
杉
本
に
描
か
れ
た
上
京
）。
し
か
し
二
つ
の
洛
中
洛
外
図
を
比
べ
た
場
合
、
建
物
や
屋
敷
に
つ
い
て
は
、
上
京
よ
り
下
京
の
違
い
が
目
立
つ
こ
と
も
明
ら
か
で
あ
る
（
図
2　
歴
博
甲
本
に
描
か
れ
た
洛
中
）（
図
3　
上
杉
本
に
描
か
れ
た
洛
中
）。
こ
の
よ
う
な
二
つ
の
洛
中
洛
外
図
の
相
違
は
何
に
起
因
し
、
何
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
　
水
藤
真
氏
が
言
う
よ
う
に
、
本
来
都
市
景
観
は
そ
れ
自
体
何
の
変
哲
も
な
い
も
の
で
、
そ
れ
自
体
で
は
美
で
も
な
い
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
政
治
も
含
め
た
そ
れ
以
外
の
多
く
の
要
素
と
と
も
に
、
そ
れ
を
完
成
し
た
絵
画
と
さ
せ
た
原
動
力
は
な
ん
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
　
そ
こ
で
小
稿
で
は
、
す
で
に
別
稿
で
検
討
し
た
洛
中
洛
外
図
と
上
京
の
空
間
構
造
を
ふ
ま
え
〔
鋤
柄
二
〇
〇
八
〕、
都
市
図
の
視
点
か
ら
、
二
つ
の
洛
中
洛
外
図
の
違
い
が
具
体
的
な
建
造
物
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
下
京
に
注
目
し
、
蓄
積
の
す
す
む
遺
跡
情
報
に
よ
っ
て
そ
の
違
い
の
背
景
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
一
六
世
紀
代
の
京
都
の
姿
を
模
索
し
て
み
た
い
と
考
え
る
。
洛
中
洛
外
図
の
中
の
遺
跡　
（
図
4　
左
京
の
調
査
地
点
図
）〔
以
下
は
、
今
谷
一
九
八
八
『
洛
中
洛
外
図
大
観
』、
小
島
二
〇
〇
九
、『
国
史
大
辞
典
W 
E 
B
』、『
J 
K
版
日
本
歴
史
地
名
大
系
』、『
図
説
上
杉
本
洛
中
洛
外
図
を
見
る
』
お
よ
び
各
報
告
書
を
参
考
に
し
た
〕
（
1
）
妙
覚
寺
（
歴
博
甲
本
・
上
杉
本
）
二
条
南
室
町
西
　
妙
覚
寺
は
、
妙
顕
寺
大
覚
の
弟
子
で
あ
る
日
実
が
、
永
和
四
年
（
一
三
七
八
）
に
弟
の
日
成
と
共
に
豪
商
小
野
妙
覚
の
支
援
を
受
け
四
条
大
宮
で
開
い
た
。
そ
の
後
文
明
一
五
年
（
一
四
八
三
）
に
、
足
利
義
尚
に
よ
っ
て
二
条
南
室
町
西
の
二
条
衣
棚
に
移
さ
れ
、
天
文
五
年
（
一
五
三
六
）
の
天
文
法
華
の
乱
で
堺
に
逃
れ
た
が
、
同
一
七
年
（
一
五
四
八
）
ま
で
に
は
京
へ
戻
り
、
二
条
衣
棚
の
旧
地
に
再
建
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
な
お
織
田
信
長
は
、
元
亀
三
年
（
一
五
七
二
）
の
上
洛
に
際
し
て
当
寺
を
宿
舎
と
し
、『
多
聞
院
日
記
』
に
よ
れ
ば
、
天
正
一
〇
年
（
一
五
八
二
）
に
本
能
寺
の
変
で
討
た
れ
た
時
、
当
寺
に
信
長
の
子
信
忠
が
い
た
た
め
明
智
勢
に
攻
め
ら
れ
、
一
部
の
塔
頭
が
焼
上
し
た
と
い
う
。
　
「
上
杉
本
」
に
は
、
入
母
屋
造
の
本
堂
と
流
造
檜
皮
葺
の
鎮
守
社
、
鐘
楼
、
板
葺
の
門
な
ど
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
今
谷
明
氏
は
永
禄
元
年
（
一
五
五
八
）
に
足
利
義
輝
が
妙
覚
寺
を
仮
御
所
と
し
た
時
に
は
、
少
な
く
と
も
二
カ
所
の
武
家
御
殿
が
あ
っ
た
た
め
、「
上
杉
本
」
の
表
現
は
、
そ
れ
以
前
の
妙
覚
寺
の
姿
を
描
い
た
も
の
と
し
て
い
る
。
ま
た
『
洛
中
洛
外
図
大
観
』
に
よ
れ
ば
、「
上
杉
本
」
は
西
方
の
土
居
と
堀
お
よ
び
南
西
隅
の
櫓
風
の
建
物
に
要
害
化
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
、「
歴
博
甲
本
」
も
、
東
洞
院
川
を
利
用
し
た
堀
と
西
方
部
の
土
居
に
要
害
化
が
見
え
、
同
寺
の
西
南
に
は
町
木
戸
も
見
え
る
と
す
る
。
　
妙
覚
寺
の
東
隣
接
地
に
あ
た
る
二
条
南
室
町
東
は
左
京
三
条
三
坊
九
町
に
あ
た
り
、
平
安
時
代
後
期
の
東
半
部
に
は
、
白
河
法
皇
と
待
賢
門
院
藤
原
璋
子
の
臨
時
御
所
と
な
っ
た
二
条
烏
丸
殿
が
あ
っ
た
。
室
町
時
代
の
発
掘
調
査
結
果
に
よ
れ
ば
（
調
査
地
8
）、
南
北
軸
で
推
定
幅
五
m
の
堀
状
遺
構
S 
X
八
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。
埋
土
か
ら
主
に
桃
山
時
代
の
陶
磁
器
が
出
土
し
て
お
り
、
一
六
世
紀
中
頃
に
成
立
し
た
町
の
地
割
か
邸
宅
の
東
限
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
鋳
造
に
関
係
す
る
遺
物
も
出
土
し
、
こ
の
地
区
が
一
六
世
紀
中
頃
以
降
に
、
商
工
業
地
区
と
し
て
整
備
さ
れ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
（
2
）
二
条
殿
（
歴
博
甲
本
・
上
杉
本
）
押
小
路
南
室
町
東
（
調
査
地
9
〜
11
）
　
二
条
殿
は
、
南
北
朝
時
代
の
政
治
家
で
歌
人
で
も
あ
り
、
ま
た
足
利
義
満
の
後
見
役
に
も
な
っ
た
二
条
良
基
の
邸
宅
で
、『
太
平
記
』
に
は
「
押
小
路
烏
丸
ニ
、
二
条
144
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中
納
言
良
基
卿
ノ
宿
所
」
と
登
場
す
る
。
　
『
洛
中
洛
外
図
大
観
』
に
よ
れ
ば
、「
上
杉
本
」
の
御
殿
は
檜
皮
葺
で
寝
殿
の
形
式
を
残
し
て
お
り
、
西
北
に
描
か
れ
た
有
名
な
竜
躍
池
は
、「
水
石
を
配
し
た
広
大
な
園
地
を
鑑
賞
す
る
公
家
や
囲
碁
に
興
じ
る
若
者
の
姿
が
み
え
る
」
と
す
る
。
な
お
、
こ
の
時
期
の
当
主
は
二
条
尹
房
と
晴
良
が
該
当
す
る
が
、
尹
房
は
天
文
五
年
（
一
五
三
六
）
に
周
防
に
下
り
天
文
二
〇
年
（
一
五
五
一
）
に
死
ん
で
い
る
の
に
対
し
、
晴
良
は
天
文
一
七
年
（
一
五
四
八
）
と
永
禄
一
一
年
（
一
五
六
八
）
に
関
白
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
こ
の
時
の
当
主
は
晴
良
と
す
る
。
一
方
「
歴
博
甲
本
」
は
二
条
尹
房
が
当
主
で
、
邸
の
南
に
大
き
く
池
庭
が
描
か
れ
、
二
棟
の
入
母
屋
造
の
建
物
が
棟
を
直
交
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
な
お
小
島
道
裕
氏
は
、
こ
の
よ
う
な
「
上
杉
本
」
の
二
条
邸
を
、「
花
の
御
所
」
と
「
源
氏
物
語
屏
風
」
と
の
共
通
性
か
ら
「
作
ら
れ
た
景
観
」
と
し
て
い
る
。
　
左
京
三
条
三
坊
十
町
に
あ
た
る
こ
の
町
は
、
鎌
倉
時
代
に
は
後
鳥
羽
上
皇
の
御
所
の
ひ
と
つ
で
あ
る
押
小
路
殿
で
あ
っ
た
が
、
承
久
の
乱
後
は
藤
原
道
家
を
経
て
、
二
条
家
の
邸
宅
と
し
て
続
い
た
。
こ
の
う
ち
室
町
時
代
の
発
掘
調
査
結
果
に
よ
れ
ば
、
二
〇
〇
二
年
の
調
査
で
、
鎌
倉
時
代
前
期
に
造
営
さ
れ
、
室
町
時
代
後
期
ま
で
利
用
145
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図 4　左京の調査地点図
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さ
れ
た
庭
園
と
建
物
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。
基
本
的
に
建
物
は
調
査
区
の
東
に
位
置
し
、
西
側
が
下
降
し
て
池
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
室
町
時
代
後
期
の
庭
園
は
、
小
石
と
白
砂
で
州
濱
を
つ
く
り
、
庭
園
の
傾
斜
が
変
わ
る
と
こ
ろ
に
景
石
を
お
い
て
い
る
。
洛
中
洛
外
図
に
描
か
れ
た
二
条
殿
も
東
に
建
物
、
西
に
池
を
配
置
し
て
お
り
対
応
す
る
（
図
5　
二
条
殿
遺
構
変
遷
図
）。
　
一
方
二
〇
一
〇
年
の
調
査
で
は
、
こ
の
町
を
ほ
ぼ
東
西
に
二
分
割
す
る
位
置
か
ら
、南
北
軸
の
堀
が
発
見
さ
れ
た
。
幅
は
三
m
以
上
、
深
さ
は
一
m
以
上
で
、
一
五
世
紀
後
半
か
ら
一
六
世
紀
半
ば
に
機
能
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
堀
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
そ
の
規
模
が
町
組
を
囲
う「
構
」
に
匹
敵
す
る
こ
と
か
ら
、
文
明
年
間
以
降
の
二
条
家
は
衰
退
し
、
邸
宅
も
縮
小
し
て
い
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
堀
が
埋
め
ら
れ
た
一
六
世
紀
後
半
以
降
、
こ
の
地
に
は
織
田
信
長
の
二
条
御
新
造
が
造
営
さ
れ
る
が
、
そ
の
面
か
ら
浴
室
と
考
え
ら
れ
る
遺
構
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。
（
3
）
妙
顕
寺
（
上
杉
本
）
二
条
南
西
洞
院
東
　
妙
顕
寺
は
、
日
像
が
永
仁
二
年
（
一
二
九
四
）
に
京
都
で
布
教
を
開
始
し
た
際
に
拠
点
と
し
て
建
立
し
た
寺
で
、
綾
小
路
大
宮
辺
り
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
元
亨
元
年
（
一
三
二
一
）
に
今
小
路
に
移
る
が
、
暦
応
四
年
（
一
三
四
一
）
に
は
四
条
櫛
笥
西
頬
地
一
町
を
賜
り
移
転
し
、
さ
ら
に
明
徳
四
年
（
一
三
九
三
）
に
は
足
利
義
満
か
ら
「
押
小
路
以
南
、
姉
小
路
以
北
、
堀
河
以
西
、
猪
熊
以
東
」
の
地
を
与
え
ら
れ
、
寺
号
を
妙
本
寺
と
改
め
た
。
応
永
一
八
年
（
一
四
一
一
）
に
は
足
利
義
持
の
祈
願
寺
と
さ
れ
、
永
正
〜
大
永
（
一
五
〇
四
〜
一
五
二
八
）
頃
に
寺
号
を
妙
顕
寺
に
し
、
洛
中
洛
外
図
に
描
か
れ
る
二
条
西
洞
院
に
移
っ
た
の
は
、
足
利
義
稙
に
命
じ
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一
六
世
紀
中
頃
の
遺
構
や
遺
物
は
あ
ま
り
明
確
で
は
な
い
が
、
一
六
世
紀
前
半
に
あ
た
る
東
西
方
向
の
溝
一
二
〇
が
見
つ
か
り
、
当
町
を
区
分
す
る
敷
地
境
界
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
秀
吉
の
妙
顕
寺
城
の
時
代
に
は
、
調
査
区
の
北
西
端
か
ら
、
堀
川
の
水
運
を
利
用
す
る
目
的
で
舟
入
と
推
定
さ
れ
る
落
込
九
二
五
が
見
つ
か
っ
て
い
る
（
図
6　
左
京
三
条
二
坊
十
町
遺
構
配
置
図
）。
深
さ
が
一
・
四
m
で
東
西
幅
が
一
一
・
五
m
以
上
あ
る
堀
状
の
遺
構
で
、
底
に
シ
ル
ト
が
堆
積
し
て
お
り
、
調
査
区
外
に
開
か
れ
た
状
態
で
機
能
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
（
4
）
曇
華
院
（
歴
博
甲
本
・
上
杉
本
）
三
条
北
東
洞
院
東
（
調
査
地
16
）
　
曇
華
院
は
、足
利
義
詮
の
側
室
で
義
満
の
母
と
な
る
良
子
の
母
智
泉
尼（
聖
通
）が
、
高
倉
宮
跡
に
創
建
し
た
瑞
雲
山
通
玄
寺
の
東
菴
に
由
来
し
、
後
に
通
玄
寺
も
曇
華
院
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
。
草
創
の
時
期
は
明
確
で
な
い
が
、
す
ぐ
北
の
等
持
寺
に
い
た
義
堂
周
信
の
『
空
華
日
用
工
夫
略
集
』
の
康
暦
二
年
（
一
三
八
〇
）
に
は
通
玄
寺
仏
殿
の
起
工
式
の
記
事
が
あ
り
、
少
な
く
と
も
一
四
世
紀
代
に
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
後
の
曇
華
院
は
、
足
利
義
満
の
禅
刹
等
位
に
よ
り
尼
五
山
の
一
つ
と
さ
れ
、『
蔭
涼
軒
日
録
』
の
寛
正
六
年
（
一
四
六
五
）
四
月
二
八
日
条
に
よ
れ
ば
、
南
に
総
門
に
あ
た
る
南
門
が
建
ち
、
そ
の
北
に
山
門
、
仏
殿
、
方
丈
と
一
直
線
に
連
な
る
伽
藍
が
推
定
さ
れ
て
い
る
。
　
今
谷
氏
に
よ
れ
ば
、
応
仁
元
年
に
焼
け
た
当
寺
の
再
建
は
文
明
一
七
年
（
一
四
八
五
）
に
幕
府
の
援
助
で
お
こ
な
わ
れ
た
が
、
足
利
義
稙
の
妹
が
い
た
た
め
に
明
応
二
年
（
一
四
九
三
）
に
細
川
政
元
の
政
変
で
破
壊
さ
れ
、
さ
ら
に
大
永
七
年
（
一
五
二
七
）
に
も
大
火
に
遭
い
、
そ
の
再
興
は
後
奈
良
天
皇
皇
女
聖
秀
尼
が
入
る
直
前
の
天
文
二
二
年
（
一
五
五
三
）
と
さ
れ
る
た
め
、
上
杉
本
に
描
か
れ
た
曇
華
院
は
大
永
の
大
火
か
ら
復
興
途
中
の
姿
と
す
る
。
　
『
洛
中
洛
外
図
大
観
』
に
よ
れ
ば
、「
上
杉
本
」
で
は
東
寄
り
の
瓦
屋
根
が
堂
で
、
入
母
屋
屋
根
が
僧
房
と
さ
れ
、「
歴
博
甲
本
」
で
は
、
西
に
棟
門
を
お
き
、
入
母
屋
造
檜
皮
葺
屋
根
の
建
物
が
主
屋
で
、
そ
の
南
に
は
庭
が
配
さ
れ
、
北
に
も
入
母
屋
造
ら
れ
た
永
正
一
八
年
（
一
五
二
一
）
で
あ
る
。
天
文
法
華
の
乱
で
堺
の
妙
法
寺
に
逃
れ
る
が
、
帰
洛
の
後
、
法
華
寺
と
改
称
し
て
二
条
西
洞
院
に
再
建
し
、
天
正
三
年
（
一
五
七
五
）
に
「
二
条
以
南
、
三
条
坊
門
以
北
、
油
小
路
与
西
洞
院
間
東
西
一
町
南
北
二
町
」
の
敷
地
を
安
堵
さ
れ
て
い
る
。
　
『
洛
中
洛
外
図
大
観
』
に
よ
れ
ば
、
本
堂
は
南
面
し
、
屋
根
は
寄
棟
造
の
本
瓦
葺
で
あ
る
。
表
門
は
東
面
し
板
葺
の
棟
門
で
、
鎮
守
社
と
坊
社
が
二
棟
見
え
る
。
ま
た
妙
覚
寺
と
同
様
に
堀
を
巡
ら
せ
要
塞
化
し
た
姿
を
み
せ
る
と
す
る
。
　
妙
顕
寺
の
西
の
隣
接
地
に
あ
た
る
左
京
三
条
二
坊
十
町
の
堀
河
院
跡
地
点
で
（
調
査
地
7
）、
発
掘
調
査
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
洛
中
洛
外
図
の
時
代
に
あ
た
る
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板
葺
の
建
物
が
描
か
れ
て
い
る
と
す
る
。
　
左
京
三
条
四
坊
四
町
に
あ
た
る
こ
の
町
の
発
掘
調
査
の
う
ち
、
室
町
時
代
の
状
況
を
み
れ
ば
、
一
九
八
一
年
の
調
査
で
は
三
条
大
路
の
北
端
か
ら
二
五
m
離
れ
た
位
置
で
見
つ
か
っ
た
東
西
軸
の
溝
五
が
一
六
世
紀
後
半
の
時
期
で
、
曇
華
院
の
南
築
地
の
側
溝
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
（
調
査
地
14
）、
一
九
七
五
年
の
調
査
で
見
つ
か
っ
た
、
東
洞
院
通
に
沿
っ
た
南
北
の
溝
一
や
、
そ
の
東
の
土
器
溜
ま
り
な
ど
が
一
六
世
紀
前
半
お
よ
び
一
五
世
紀
末
に
あ
た
り
（
調
査
地
13
）、
関
連
す
る
施
設
の
遺
構
と
考
え
ら
れ
る
（
図
7　
曇
華
院
地
点
西
部
の
溝
と
土
器
溜
ま
り
）。
ま
た
二
〇
〇
一
年
に
お
こ
な
わ
れ
た
調
査
で
は
、
一
五
世
紀
末
〜
一
六
世
紀
初
め
以
前
と
一
六
世
紀
末
以
降
の
遺
物
が
多
く
出
土
し
て
い
る
（
調
査
地
15
）。
（
5
）
竹
田
瑞
竹
（
上
杉
本
）
三
条
北
室
町
東
　
左
京
三
条
三
坊
十
二
町
は
、
一
二
世
紀
初
め
に
白
河
法
皇
が
御
所
に
し
た
三
条
西
殿
跡
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
室
町
時
代
に
は
商
業
地
区
と
な
り
、
一
四
世
紀
末
に
は
祇
園
社
に
課
役
を
お
さ
め
る
綿
商
人
の
姿
が
み
ら
れ
、
一
五
世
紀
前
半
に
は
酒
屋
や
材
木
屋
も
あ
っ
た
。「
上
杉
本
」
の
こ
の
地
区
に
描
か
れ
て
い
る
の
が
、「
竹
田
ず
い
ち
く
」邸
で
あ
る
。『
図
説
上
杉
本
洛
中
洛
外
図
を
見
る
』と『
洛
中
洛
外
図
大
観
』
に
よ
れ
ば
、竹
田
ず
い
ち
く
（
瑞
竹
）
は
、後
出
す
る
竹
田
法
印
と
共
に
牛
黄
丸
（
円
）
と
い
う
薬
の
製
造
で
有
名
な
医
師
で
、天
文
年
間
（
一
五
三
二
〜
一
五
五
五
）
に
は
、
瑞
竹
定
栄
（
瑞
竹
）
と
祐
宗
三
位
法
印
瑞
兆
が
い
た
と
す
る
。
建
物
は
入
母
屋
造
で
、
三
条
通
に
は
診
察
を
待
つ
人
々
に
姿
が
み
え
る
。
　
左
京
三
条
三
坊
十
二
町
に
お
け
る
室
町
時
代
の
調
査
結
果
を
み
れ
ば
（
調
査
地
12
）、
一
五
世
紀
末
か
ら
一
六
世
紀
中
葉
頃
と
推
定
さ
れ
る
三
条
大
路
北
側
側
溝
Ⅲ
B
が
発
見
さ
れ
、土
師
器
皿
、瓦
器
釜
、瓦
器
火
鉢
、備
前
窯
擂
鉢
、古
瀬
戸
灰
釉
鉢
、
古
瀬
戸
灰
釉
卸
皿
、
中
国
製
青
磁
碗
な
ど
と
共
に
多
量
の
木
製
品
が
出
土
し
た
。
木
製
品
は
、
巡
礼
札
（
図
8　
左
京
三
条
三
坊
十
二
町
の
巡
礼
札
）（「
西
國
卅
三
所
巡
礼
」「
西
國
卅
三
所
巡
礼
同
行
二
人
」）、
柿
経
、
下
駄
、
漆
器
椀
、
櫛
、
柄
杓
、
曲
物
、
甑
、
木
槌
、
織
物
と
織
物
用
の
重
り
と
思
わ
れ
る
も
の
お
よ
び
木
球
で
あ
り
、
別
に
銀
製
の
か
ん
ざ
し
の
頭
部
も
見
つ
か
っ
て
い
る
。
　
ま
た
一
五
世
紀
後
半
と
推
定
さ
れ
る
A 
6
土
坑
二
か
ら
は
、
土
器
・
陶
磁
器
と
共
に
多
量
の
漆
器
関
係
工
具
が
出
土
し
て
い
る
。
そ
の
多
く
は
篦
で
あ
る
が
、
漆
濾
し
の
布
と
思
わ
れ
る
も
の
や
漆
器
椀
、
金
蒔
絵
な
ど
も
み
ら
れ
る
。
ほ
か
に
鉄
製
の
毛
抜
き
も
出
土
し
て
い
る
。
　
こ
の
う
ち
巡
礼
札
に
つ
い
て
は
、
現
在
残
さ
れ
て
い
る
江
戸
時
代
よ
り
古
い
紀
年
銘
の
あ
る
資
料
と
同
じ
時
期
に
あ
た
り
、
三
十
三
所
巡
礼
が
戦
国
時
代
に
な
っ
て
庶
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民
に
普
及
し
た
こ
と
と
符
号
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
多
量
の
漆
器
関
係
工
具
や
多
様
な
遺
物
の
出
土
は
、
こ
の
地
区
が
賑
や
か
な
商
工
業
地
区
だ
っ
た
こ
と
を
示
す
。
（
6
）
頂
法
寺
（
歴
博
甲
本
・
上
杉
本
）
六
角
北
烏
丸
東
　
『
六
角
堂
縁
起
』
に
よ
れ
ば
、
聖
徳
太
子
の
持
仏
で
あ
る
如
意
輪
観
音
を
安
置
し
て
一
堂
を
建
立
し
た
こ
と
に
始
ま
り
、『
元
亨
釈
書
』
は
、平
安
遷
都
の
と
き
堂
宇
が
街
路
の
中
央
に
あ
っ
た
た
め
五
丈
ほ
ど
北
方
に
移
し
た
と
す
る
。
平
安
時
代
中
頃
か
ら
観
音
信
仰
が
高
ま
り
、『
百
錬
抄
』の
建
久
五
年
（
一
一
九
四
）
六
月
一
三
日
条
に
は
「
六
角
堂
上
棟
也
、
貴
賤
挙
首
結
縁
云
々
」
と
あ
る
。
ま
た
鎌
倉
時
代
に
は
比
叡
山
延
暦
寺
の
末
寺
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
、
親
鸞
の
六
角
堂
百
日
間
参
籠
と
の
関
係
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
応
仁
の
乱
後
は
、
い
わ
ゆ
る
町
堂
の
性
格
を
も
つ
寺
と
な
り
、
天
文
法
華
一
揆
の
時
に
は
結
集
地
と
な
り
、
天
文
六
年
（
一
五
三
七
）
正
月
の
将
軍
家
拝
礼
に
際
し
て
は
、
下
京
の
町
組
代
表
が
集
ま
り
費
用
の
割
当
を
お
こ
な
い
、
ま
た
永
禄
一
二
年
（
一
五
六
九
）
頃
の
三
好
三
人
衆
の
入
京
時
に
は
、
下
京
の
町
々
が
「
三
好
乱
妨
放
火
の
度
ニ
」
六
角
堂
の
鐘
を
な
ら
し
て
い
る
。
　
今
谷
氏
に
よ
れ
ば
、
上
杉
本
に
描
か
れ
た
瓦
葺
寄
棟
造
の
本
堂
は
、
そ
の
中
に
い
わ
ゆ
る
六
角
堂
を
お
さ
め
た
鞘
堂
で
あ
り
、
瓦
葺
の
門
や
土
塀
、
付
属
す
る
堂
舎
の
様
子
お
よ
び
、
町
衆
自
治
の
象
徴
と
も
い
う
べ
き
鐘
の
描
写
か
ら
、
町
堂
と
し
て
全
盛
期
に
あ
っ
た
こ
ろ
の
姿
と
す
る
。
　
発
掘
調
査
に
よ
れ
ば
（
調
査
地
28
）、
推
定
三
条
大
路
南
か
ら
約
四
〇
m
に
あ
た
る
調
査
区
の
北
端
か
ら
、
幅
が
一
・
二
m
で
断
面
が
U
字
形
の
東
西
溝
S 
D
三
三
九
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。こ
の
溝
は
平
安
時
代
中
期
末
か
ら
室
町
時
代
前
期
に
お
よ
び
、
六
角
堂
の
北
端
を
示
す
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
『
寺
門
高
僧
記
』
の
三
十
三
所
巡
礼
記
事
に
み
ら
れ
る
六
角
堂
の
「
九
間
南
向
」
の
記
述
か
ら
、
六
角
堂
が
九
間
の
覆
屋
の
中
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
出
土
し
た
安
土
桃
山
時
代
の
大
型
の
鬼
瓦
が
そ
れ
を
示
す
と
し
て
い
る
。
（
7
）
本
能
寺
（
歴
博
甲
本
・
上
杉
本
）
六
角
南
西
洞
院
西
　
応
永
二
二
年
（
一
四
一
五
）
に
、
妙
本
寺
（
妙
顕
寺
）
に
い
た
日
隆
が
油
小
路
高
辻
と
五
条
坊
門
の
間
に
建
立
し
当
初
は
本
応
寺
と
称
さ
れ
た
。
永
享
元
年
（
一
四
二
九
）、
六
角
室
町
の
豪
商
小
袖
屋
宗
句
の
帰
依
を
得
て
内
野
に
本
応
寺
を
再
建
。
さ
ら
に
同
五
年
（
一
四
三
三
）
に
六
角
通
以
南
、
四
条
坊
門
以
北
、
櫛
笥
以
東
、
150
国立歴史民俗博物館研究報告
第 180集　2014年 2月
図 8　左京三条三坊十二町の巡礼札（古代学協会第 7輯）
大
宮
以
西
方
一
町
の
地
を
寄
進
さ
れ
移
建
し
、
こ
の
時
に
寺
号
を
本
能
寺
と
改
め
た
と
い
う
。
天
文
法
華
の
乱
に
際
し
て
は
堺
の
顕
本
寺
に
難
を
逃
れ
、
帰
洛
後
、
四
条
坊
門
西
洞
院
に
再
興
さ
れ
た
。
天
正
一
〇
年
（
一
五
八
二
）
六
月
二
日
、
明
智
光
秀
に
よ
る
本
能
寺
の
変
で
焼
失
し
た
。
　
関
連
す
る
発
掘
調
査
の
う
ち
四
条
二
坊
十
五
町
の
調
査
で
は
、
一
六
世
紀
末
頃
に
廃
絶
し
て
い
る
濠
S 
D
〇
四
が
見
つ
か
り
、
本
能
寺
南
限
の
一
部
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
平
安
時
代
に
西
洞
院
大
路
の
中
央
を
南
流
し
て
い
た
西
洞
院
川
は
、
室
町
時
代
に
お
い
て
西
洞
院
大
路
の
西
半
分
に
ひ
ろ
が
っ
て
い
た
が
、
一
六
世
紀
中
頃
に
は
そ
の
一
部
を
埋
め
て
狭
く
し
、
本
能
寺
が
そ
の
西
洞
院
川
を
東
の
濠
と
し
、
拡
張
・
整
備
し
て
い
っ
た
こ
と
も
明
ら
か
と
な
っ
た
（
図
9　
本
能
寺
と
西
洞
院
川
の
変
遷
）。
な
お
本
能
寺
の
寺
域
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
二
年
に
お
こ
な
わ
れ
た
旧
本
能
小
学
校
の
調
査
で
下
京
惣
構
の
濠
が
見
つ
か
り
（
図
10　
四
条
二
坊
十
四
町
S 
D
二
〇
〇
〇
（
下
京
惣
構
濠
）
断
面
図
）、
森
幸
安
の
『
中
京
師
絵
図
』
に
よ
っ
て
想
定
さ
れ
て
い
た
南
北
二
町
の
規
模
が
修
正
さ
れ
、
十
五
町
域
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
（
調
査
地
23
・
24
）。
（
8
）
竹
田
法
印
（
上
杉
本
）
錦
小
路
北
東
洞
院
東
　
六
角
堂
の
南
東
に
描
か
れ
て
い
る
牛
黄
円
で
有
名
な
医
師
の
家
で
あ
る
。
今
谷
氏
に
よ
れ
ば
、
足
利
義
晴
の
典
医
の
う
ち
の
一
人
と
な
る
竹
田
定
珪
で
、
天
文
四
年
（
一
五
三
五
）
に
法
眼
に
な
り
、天
文
一
九
年
（
一
五
五
〇
）
に
没
し
た
と
す
る
。『
洛
中
洛
外
図
大
観
』
に
よ
れ
ば
、
南
北
一
町
東
西
二
五
丈
の
邸
宅
で
、
切
妻
造
板
葺
の
建
物
と
板
葺
の
門
が
描
か
れ
て
い
る
。
　
発
掘
調
査
に
よ
れ
ば
（
調
査
地
30
）、
竹
田
法
印
邸
宅
の
東
を
画
す
る
と
推
定
さ
れ
る
堀
（
S 
D
三
一
三
）
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。
規
模
は
、幅
が
二
・
四
m
、深
さ
一
・
六
m
で
、
南
北
四
〇
m
に
わ
た
っ
て
の
び
て
い
た
。
時
期
は
一
六
世
紀
前
半
に
掘
ら
れ
、
一
六
世
紀
末
に
埋
め
ら
れ
て
い
る
。
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図 9　本能寺と西洞院川の変遷
　　　（京都市埋蔵文化財研究所 2007-11）
（
9
）
萬
寿
寺
（
歴
博
甲
本
・
上
杉
本
）
五
条
南
東
洞
院
東
　
萬
寿
寺
は
、
元
は
白
河
天
皇
の
里
内
裏
の
一
つ
で
あ
る
六
条
内
裏
内
に
あ
り
、
承
徳
元
年
（
一
〇
九
七
）
に
皇
女
郁
芳
門
院
子
内
親
王
の
遺
宮
を
仏
寺
に
改
め
、
六
条
御
堂
と
称
し
た
の
に
始
ま
る
。
鎌
倉
時
代
に
な
り
、
円
爾
弁
円
に
帰
依
し
て
禅
宗
に
改
宗
し
萬
寿
禅
寺
と
改
称
し
、
開
堂
は
弘
長
元
年
（
一
二
六
一
）
で
、
文
永
九
年
（
一
二
七
二
）
に
供
養
が
修
さ
れ
て
い
る
。
嘉
元
三
年
（
一
三
〇
五
）、
崇
福
寺
の
南
浦
紹
明
が
亀
山
上
皇
に
招
か
れ
て
上
洛
し
、
至
徳
三
年
（
一
三
八
六
）
に
は
京
都
五
山
に
列
せ
ら
れ
た
が
、
永
享
六
年
（
一
四
三
四
）
の
洛
中
大
火
で
類
焼
し
、
寛
正
二
年
（
一
四
六
一
）
に
も
開
山
堂
が
焼
亡
す
る
な
ど
被
害
を
受
け
、
大
永
八
年
（
一
五
二
八
）
に
は
法
塔
を
と
ど
め
る
の
み
で
あ
っ
た
と
い
う
。
　
萬
寿
寺
の
伽
藍
に
つ
い
て
詳
し
い
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
な
い
が
、
今
谷
明
氏
は
、
入
母
屋
重
層
の
二
棟
が
永
享
九
年
（
一
四
三
七
）
に
再
建
立
柱
の
お
こ
な
わ
れ
た
仏
殿
と
法
堂
と
推
定
し
、『
洛
中
洛
外
図
大
観
』
は
「
十
字
超
閣
」
と
称
す
る
二
層
の
三
門
、「
大
雄
宝
殿
」
と
呼
ぶ
仏
殿
が
大
き
く
描
」
か
れ
て
い
る
と
し
、
ま
た
「
三
門
の
土
間
が
敷
瓦
を
四
半
敷
に
す
る
な
ど
、
復
元
し
て
描
い
た
と
は
考
え
が
た
い
」
と
し
て
い
る
。
　
発
掘
調
査
は
、
二
〇
〇
六
年
に
現
在
の
五
条
通
高
倉
西
入
る
南
で
お
こ
な
わ
れ
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図 10　四条二坊十四町SD2000（下京惣構濠）断面図
　　　 （京都市埋蔵文化財研究所 2003-05）
図 11　万寿寺跡Ⅲ期の池跡
　　 　（京都市埋蔵文化財研究所 2006-29）
た
（
調
査
地
43
）。
調
査
の
結
果
に
よ
れ
ば
、
調
査
区
の
中
央
か
ら
西
側
に
か
け
て
Ⅳ
期
に
わ
た
る
池
が
見
つ
か
っ
た
。
Ⅰ
期
の
池
は
調
査
区
の
ほ
ぼ
全
域
に
お
よ
ぶ
も
の
だ
が
、
洲
浜
や
景
石
は
み
つ
か
っ
て
い
な
い
。
Ⅱ
期
の
池
は
調
査
区
の
西
側
で
東
西
一
八
m
、
南
北
一
六
・
五
m
、
深
さ
は
約
〇
・
五
五
m
で
あ
る
。
Ⅲ
期
の
池
は
東
西
一
一
m
、
南
北
一
〇
・
五
m
で
、
池
の
北
岸
中
央
に
景
石
と
み
ら
れ
る
チ
ャ
ー
ト
の
石
が
据
え
ら
れ
て
い
る
。
Ⅳ
期
の
池
は
東
西
七
m
、
南
北
一
〇
・
五
m
で
あ
る
。
時
期
は
Ⅰ
・
Ⅱ
期
の
池
か
ら
一
五
世
紀
後
半
、
Ⅲ
・
Ⅳ
期
の
池
か
ら
一
六
世
紀
前
半
の
土
器
が
出
土
し
て
お
り
、
さ
ら
に
Ⅱ
期
の
池
は
火
災
の
後
埋
め
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
（
図
11　
萬
寿
寺
跡
Ⅲ
期
の
池
跡
）。
な
お
Ⅱ
期
の
火
災
跡
は
、
永
享
六
年
（
一
四
三
四
）
の
洛
中
大
火
に
対
応
す
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
（
10
）
本
圀
寺
（
上
杉
本
）
六
条
坊
門
（
現
在
の
五
条
）
南
堀
川
西
　
本
圀
寺
は
、
寺
伝
に
よ
れ
ば
、
日
蓮
が
建
長
五
年
（
一
二
五
三
）
に
鎌
倉
松
葉
ヶ
谷
に
草
庵
を
建
て
法
華
堂
と
号
し
た
の
に
始
ま
る
。そ
の
後
、嘉
暦
三
年（
一
三
二
八
）
に
は
後
醍
醐
天
皇
の
勅
願
所
と
な
り
、
貞
和
元
年
（
一
三
四
五
）
光
明
天
皇
の
勅
に
よ
り
京
都
の
堀
川
小
路
西
、
六
条
坊
門
小
路
（
現
五
条
通
）
南
、
大
宮
大
路
東
、
七
条
大
路
北
に
一
二
町
の
寺
地
を
賜
っ
て
寺
を
移
し
た
と
伝
え
る
。
　
大
永
七
年
（
一
五
二
七
）
に
は
、
将
軍
足
利
義
晴
が
本
圀
寺
に
陣
を
お
き
、
寺
域
が
要
害
化
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
法
華
の
乱
に
よ
り
堺
の
成
就
寺
に
逃
れ
た
が
、
天
文
一
六
年
（
一
五
四
七
）
以
後
に
は
以
前
の
地
に
再
建
さ
れ
た
。
な
お
永
禄
一
一
年
（
一
五
六
八
）
に
織
田
信
長
は
将
軍
足
利
義
昭
を
奉
じ
て
入
洛
し
た
際
、
義
昭
は
本
国
寺
を
館
に
し
て
い
る
。
　
発
掘
調
査
に
よ
れ
ば
、
鎌
倉
時
代
か
ら
南
北
朝
に
か
け
て
の
土
壙
墓
が
見
つ
か
っ
て
い
る
が
、
一
四
世
紀
後
半
以
降
は
そ
れ
が
み
ら
れ
ず
、
土
地
利
用
に
変
化
の
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
調
査
地
40
）。
ま
た
、
調
査
区
の
南
で
東
西
軸
の
A
区
溝
一
と
、
東
で
南
北
軸
の
B
区
溝
一
が
見
つ
か
っ
て
い
る
（
図
12　
本
圀
寺
地
点
遺
構
配
置
図
）。
A
区
溝
一
は
断
面
が
逆
台
形
で
幅
は
当
初
四
・
五
m
で
あ
っ
た
が
、
後
に
北
側
を
せ
ば
め
三
m
と
し
て
い
る
。
出
土
遺
物
の
時
期
は
、
一
四
世
紀
代
の
土
器
や
陶
磁
器
を
中
心
と
し
て
お
り
、
な
か
で
も
流
水
文
の
青
白
磁
壺
や
褐
釉
壺
お
よ
び
高
麗
の
象
嵌
青
磁
な
ど
の
輸
入
陶
磁
器
が
注
目
さ
れ
る
。
な
お
同
様
な
溝
は
一
九
七
九
〜
一
九
八
一
年
の
調
査
で
も
見
つ
か
っ
て
お
り
〔
京
都
市
一
九
八
三
〕、
本
圀
寺
と
そ
の
寺
内
を
区
切
る
施
設
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
B
区
溝
1
は
、
上
端
幅
八
m
以
上
、
底
部
幅
五
m
に
お
よ
ぶ
も
の
で
、
埋
土
か
ら
江
戸
時
代
の
陶
磁
器
が
出
土
し
て
お
り
、
本
圀
寺
の
東
限
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
（
11
）
そ
の
他
の
調
査
事
例
　
左
京
四
条
四
坊
二
町
（
調
査
地
29
）
の
調
査
で
は
遺
構
の
時
期
別
定
量
分
析
が
お
こ
な
わ
れ
、
応
仁
・
文
明
の
乱
の
頃
よ
り
、
X
期
と
さ
れ
る
一
六
世
紀
前
半
〜
後
半
が
大
き
く
減
少
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
（
図
13　
左
京
四
条
四
坊
二
町
の
時
期
別
遺
構
数
の
変
遷
）。
同
様
な
状
況
は
左
京
四
条
三
坊
十
二
町
（
調
査
地
26
）
の
調
査
で
も
み
ら
れ
、
さ
ら
に
左
京
四
条
三
坊
四
町
（
調
査
地
25
）
で
は
、
一
五
世
紀
か
ら
一
六
世
紀
に
か
け
て
遺
物
が
見
ら
れ
る
が
、一
六
世
紀
代
で
は
中
頃
ま
で
が
多
く
、
な
か
で
も
土
坑
一
〇
か
ら
出
土
し
た
鋳
造
作
業
に
関
係
す
る
土
師
器
皿
転
用
の
坩
堝
は
、
一
五
世
紀
か
ら
一
六
世
紀
前
半
に
限
定
さ
れ
る
と
い
う
。
　
左
京
五
条
三
坊
九
町
（
調
査
地
35
）
は
、
鎌
倉
時
代
後
半
か
ら
南
北
朝
期
を
ピ
ー
ク
と
し
て
地
下
蔵
や
埋
甕
倉
庫
が
つ
く
ら
れ
た
商
業
地
区
で
あ
る
が
、
室
町
時
代
に
つ
い
て
も
一
五
世
紀
後
半
か
ら
一
六
世
紀
初
め
ま
で
の
遺
構
や
遺
物
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。
た
だ
し
一
六
世
紀
中
頃
の
資
料
は
少
な
く
、
再
び
明
確
な
遺
構
や
遺
物
が
確
認
さ
れ
る
の
は
一
六
世
紀
終
わ
り
以
降
と
な
る
。
左
京
五
条
三
坊
十
六
町
（
調
査
地
39
）
で
は
、
一
五
世
紀
末
頃
の
S 
K
一
五
七
〇
か
ら
、
製
墨
具
と
も
考
え
ら
れ
る
内
面
に
煤
を
付
着
さ
せ
た
土
師
器
の
丸
底
壺
が
多
数
見
つ
か
っ
て
い
る
。
ま
た
こ
れ
に
続
く
一
六
世
紀
は
じ
め
の
遺
構
も
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
後
一
六
世
紀
末
以
降
ま
で
あ
ま
り
資
料
が
み
ら
れ
な
い
。
　
左
京
六
条
三
坊
七
町
は
現
在
の
五
条
衣
棚
北
東
に
あ
た
り
（
調
査
地
42
）、
室
町
153
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時
代
の
遺
構
は
調
査
区
の
ほ
ぼ
全
域
で
み
ら
れ
、
井
戸
は
鎌
倉
時
代
の
四
基
か
ら
一
四
基
に
増
え
る
。
た
だ
し
、
大
半
の
時
期
は
一
五
世
紀
代
で
、
時
代
が
一
六
世
紀
に
下
が
る
も
の
は
少
な
い
。
　
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
下
京
に
お
い
て
応
仁
・
文
明
の
乱
が
お
こ
っ
た
一
五
世
紀
か
ら
そ
れ
に
続
く
時
期
の
一
六
世
紀
は
じ
め
ま
で
は
、
金
属
加
工
に
代
表
さ
れ
る
手
工
業
生
産
や
埋
甕
倉
庫
に
み
ら
れ
る
商
業
活
動
な
ど
が
、
日
常
的
に
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ほ
ど
変
化
の
無
い
状
態
が
続
い
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
こ
れ
に
対
し
て
一
六
世
紀
代
は
遺
構
や
遺
物
の
量
が
減
少
す
る
よ
う
な
、
な
ん
ら
か
の
変
化
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
　
こ
の
よ
う
な
状
況
を
前
提
に
、
洛
中
洛
外
図
に
描
か
れ
た
場
所
の
調
査
結
果
を
ふ
り
か
え
れ
ば
、
本
能
寺
跡
で
は
一
六
世
紀
中
頃
に
西
洞
院
川
の
改
造
が
お
こ
な
わ
れ
、
二
条
殿
跡
で
も
や
は
り
一
六
世
紀
前
半
に
大
き
な
転
換
点
が
あ
り
。
そ
の
ほ
か
の
調
査
地
点
で
も
一
五
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図 12　本圀寺地点遺構配置図（古代学協会第17輯）
世
紀
代
の
資
料
の
多
さ
に
く
ら
べ
て
一
六
世
紀
代
の
お
よ
そ
中
頃
の
資
料
の
少
な
さ
が
目
立
つ
。
し
た
が
っ
て
こ
の
二
つ
の
著
名
な
洛
中
洛
外
図
が
描
か
れ
た
時
期
は
、
応
仁
・
文
明
の
乱
の
時
期
以
上
に
、
下
京
に
と
っ
て
大
き
な
転
換
期
だ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、「
歴
博
甲
本
」
と
「
上
杉
本
」
に
み
ら
れ
る
下
京
の
相
違
点
は
、
こ
の
状
況
と
ど
の
よ
う
に
関
連
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
洛
中
洛
外
図
に
表
現
さ
れ
た
戦
国
時
代
の
京
都
　
遺
跡
の
情
報
が
示
す
、
こ
の
よ
う
な
下
京
の
一
六
世
紀
代
の
状
況
を
検
討
す
る
た
め
に
、あ
ら
た
め
て「
歴
博
甲
本
」と「
上
杉
本
」の
下
京
の
表
現
を
比
較
し
て
み
た
い
。
　
図
14
・
15
は
、
平
安
京
の
条
坊
に
二
つ
の
洛
中
洛
外
図
の
下
京
隻
に
描
か
れ
た
通
り
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
最
初
に
、『
洛
中
洛
外
図
大
観
』
を
テ
キ
ス
ト
に
し
て
、
洛
中
の
施
設
か
ら
描
か
れ
て
い
る
範
囲
を
確
認
す
る
。
図
14
の
「
歴
博
甲
本
」
で
は
、
南
が
六
条
坊
門
の
萬
寿
寺
を
限
り
と
し
て
五
条
の
非
田
寺
と
因
幡
堂
を
描
く
、西
は
町
通
が
南
北
に
は
し
り
、そ
の
西
側
の
町
並
み
と
耕
作
地
の
間
に
、
「
本
能
寺
」「
頂
妙
寺
」「
あ
ん
せ
い
寺
」
が
記
さ
れ
る
。
本
能
寺
は
六
角
南
西
洞
院
西
で
あ
り
、
大
永
二
年
（
一
五
二
二
）
ま
で
が
新
町
鷹
司
で
、
以
後
は
高
倉
中
御
門
と
さ
れ
る
た
め
、
西
洞
院
の
東
あ
た
り
を
西
の
限
り
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
東
は
東
洞
院
が
南
北
に
は
し
り
、
そ
の
向
こ
う
に
曇
華
院
や
等
持
寺
お
よ
び
内
裏
な
ど
が
見
え
る
た
め
、
お
お
む
ね
高
倉
の
西
を
限
り
と
み
ら
れ
る
。
北
は
一
条
通
と
報
恩
寺
が
限
り
の
象
徴
だ
が
、
室
町
通
は
一
条
通
を
越
え
た
北
の
町
並
み
も
描
か
れ
て
い
る
。
　
一
方
図
15
の
「
上
杉
本
」
で
は
、
南
は
九
条
大
宮
の
東
寺
を
限
り
と
し
、
八
条
堀
川
の
戒
光
寺
か
ら
稲
荷
の
御
旅
所
に
上
が
り
、
六
条
坊
門
堀
川
の
本
圀
寺
を
経
て
萬
寿
寺
に
い
た
る
。
西
は
西
洞
院
通
と
油
小
路
通
が
描
か
れ
、
そ
の
西
に
中
堂
寺
が
記
さ
れ
る
が
、
こ
の
中
堂
寺
が
現
在
の
中
堂
寺
前
町
に
つ
な
が
る
な
ら
ば
、
五
条
大
宮
で
東
寺
と
同
じ
西
の
ラ
イ
ン
を
構
成
す
る
。
た
だ
し
油
小
路
通
以
西
の
様
子
は
い
ず
れ
も
断
片
的
で
あ
る
た
め
、
実
質
的
な
西
の
限
り
と
し
て
は
、
堀
川
155
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図 13　左京四条四坊二町の時期別遺構数の変遷（京都市埋蔵文化財研究所 2008-12）
ま
で
と
見
え
る
。
東
は
東
洞
院
通
が
南
北
に
は
し
り
、
そ
の
先
に
曇
華
院
・
等
持
寺
・
内
裏
が
見
え
る
た
め
「
歴
博
甲
本
」
と
同
様
に
高
倉
通
が
限
り
と
さ
れ
よ
う
。
北
の
通
り
は
正
親
町
通
が
限
り
で
、
一
条
通
は
上
京
隻
に
描
か
れ
て
い
る
。
　
以
上
の
よ
う
な
「
歴
博
甲
本
」
と
「
上
杉
本
」
の
下
京
隻
に
描
か
れ
た
洛
中
の
範
囲
を
ふ
ま
え
、
そ
の
記
さ
れ
た
通
り
を
比
べ
る
と
、
そ
こ
に
大
き
な
違
い
の
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
　
最
も
大
き
な
違
い
が
描
か
れ
た
範
囲
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
そ
れ
以
上
に
異
な
る
の
が
、
下
京
中
心
部
の
風
景
を
構
成
す
る
街
区
の
表
現
で
あ
る
。「
歴
博
甲
本
」
は
南
北
二
町
を
ひ
と
つ
の
区
画
に
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
「
上
杉
本
」
は
平
安
京
以
来
の
条
坊
に
し
た
が
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
街
路
の
密
集
度
に
つ
い
て
み
れ
ば
、「
歴
博
甲
本
」
は
一
条
か
ら
五
条
ま
で
を
平
均
的
に
描
い
て
い
る
の
に
対
し
て
、「
上
杉
本
」
は
三
条
坊
門
か
ら
五
条
ま
で
の
範
囲
と
そ
れ
以
外
の
場
所
の
密
集
度
に
差
が
み
ら
れ
る
。
　
そ
の
結
果
、「
歴
博
甲
本
」
は
五
条
以
北
が
連
続
し
た
都
市
で
あ
り
、
さ
ら
に
そ
れ
が
一
条
以
北
の
上
京
ま
で
つ
な
が
っ
て
い
る
様
子
を
み
せ
る
こ
と
に
な
り
、
一
方
こ
れ
に
対
し
て
「
上
杉
本
」は
五
条
か
ら
三
条
坊
門
ま
で
の
範
囲
が
、
そ
れ
以
外
の
地
区
と
区
別
さ
れ
た
特
別
の
空
間
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図 14　歴博甲本に描かれた主な通り図 15　上杉本に描かれた主な通り
と
な
り
、
そ
の
た
め
一
条
以
北
の
上
京
と
も
分
離
し
た
姿
を
見
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
言
い
方
を
変
え
れ
ば
、「
歴
博
甲
本
」
の
表
現
は
、
下
京
の
五
条
通
か
ら
上
京
の
上
立
売
通
ま
で
町
並
み
が
南
北
に
連
な
る
ひ
と
つ
に
ま
と
ま
っ
た
京
都
で
あ
り
、「
上
杉
本
」
は
上
京
と
下
京
が
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
京
都
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
と
読
め
る
の
で
あ
る
。
こ
の
違
い
は
何
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
　
そ
の
点
で
想
起
さ
れ
る
の
が
、
こ
の
よ
う
な
「
歴
博
甲
本
」
の
街
区
表
現
と
室
町
時
代
の
京
都
の
姿
と
の
類
似
性
で
あ
る
。
平
安
時
代
中
期
に
お
こ
っ
た
左
京
三
条
以
北
へ
の
邸
宅
集
中
以
後
、左
京
を
中
心
に
大
き
く
そ
の
姿
を
変
え
て
い
っ
た
京
都
は
、
鎌
倉
時
代
に
は
左
京
の
七
条
周
辺
と
一
条
以
北
の
二
つ
の
核
を
中
心
に
、
南
は
八
条
か
ら
北
は
後
の
上
立
売
ま
で
続
く
南
北
に
長
い
都
市
に
な
っ
た
。
し
か
し
鎌
倉
時
代
の
終
わ
り
頃
に
は
、
七
条
周
辺
の
商
業
地
区
は
衰
退
し
、
都
市
と
し
て
の
京
都
の
南
限
は
お
お
む
ね
六
条
ま
で
北
上
す
る
。
そ
の
結
果
室
町
時
代
の
京
都
は
、
お
よ
そ
北
が
後
の
上
立
売
で
南
が
六
条
坊
門
あ
た
り
ま
で
の
範
囲
に
集
約
さ
れ
た
都
市
と
な
っ
て
い
っ
た
。「
歴
博
甲
本
」
の
街
路
表
現
が
示
す
京
都
の
姿
は
、
ま
さ
に
こ
の
室
町
時
代
の
京
都
の
姿
な
の
で
あ
る
。
　
応
仁
・
文
明
の
乱
は
京
都
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
、
そ
の
結
果
、
復
興
後
の
京
都
は
、
上
京
と
下
京
の
コ
ン
パ
ク
ト
な
二
つ
の
中
心
街
か
ら
構
成
さ
れ
る
都
市
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
け
れ
ど
も
、少
な
く
と
も
下
京
に
お
い
て
は
、応
仁
・
文
明
の
乱
の
時
期
に
、そ
れ
ほ
ど
大
き
な
被
害
を
受
け
た
遺
跡
の
痕
跡
は
見
ら
れ
ず
、
む
し
ろ
一
五
世
紀
代
と
一
六
世
紀
初
め
の
遺
跡
情
報
に
は
、連
続
性
が
認
め
ら
れ
た
。
一
六
世
紀
は
じ
め
頃
の
姿
を
描
い
た
「
歴
博
甲
本
」
の
街
区
表
現
が
、
応
仁
・
文
明
の
乱
以
前
の
室
町
時
代
の
京
都
の
姿
と
類
似
し
て
い
る
の
は
、
吉
村
亨
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
〔
吉
村
一
九
九
四
〕、
応
仁
・
文
明
の
乱
が
下
京
に
お
よ
ぼ
し
た
影
響
の
少
な
さ
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
　
こ
れ
に
対
し
て「
上
杉
本
」の
下
京
の
街
区
表
現
は
、
室
町
時
代
の
京
都
の
姿
と
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。し
か
も
遺
跡
情
報
も
一
六
世
紀
の
中
頃
に
転
換
点
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。そ
れ
で
は「
上
杉
本
」の
下
京
が
、こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
違
っ
た
街
区
表
現
に
な
っ
た
理
由
は
、一
六
世
紀
代
の
歴
史
事
象
の
中
に
求
め
ら
れ
な
い
の
だ
ろ
う
か
。
　
横
井
清
氏
に
学
べ
ば
〔
横
井
一
九
六
八
〕、
京
都
に
と
っ
て
の
一
六
世
紀
前
半
は
、
応
仁
・
文
明
の
乱
の
時
期
に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
よ
う
な
困
難
な
時
期
で
あ
っ
た
。
災
害
の
記
事
を
あ
た
れ
ば
、
明
応
九
年
（
一
五
〇
〇
）
に
は
上
京
の
南
北
は
柳
原
か
ら
近
衛
・
土
御
門
ま
で
、
東
西
は
烏
丸
か
ら
小
川
ま
で
の
二
万
戸
が
大
火
に
遭
い
、
永
正
七
年
（
一
五
一
〇
）
に
は
大
地
震
が
襲
っ
て
い
る
。
大
永
二
年
（
一
五
二
二
）
に
は
麻
疹
の
流
行
で
多
く
の
犠
牲
が
で
て
、
連
歌
師
宗
長
は
、
大
永
年
間
に
書
か
れ
た
『
宗
長
日
記
』
の
中
で
、「
京
を
見
渡
し
侍
れ
ば
、上
下
の
家
昔
の
十
が
一
も
な
し
。
只
民
屋
の
耕
作
業
の
体
、
大
裏
は
五
月
の
麦
の
中
、
あ
さ
ま
し
と
も
申
に
も
あ
ま
り
有
る
べ
し
」
と
嘆
い
て
い
る
。
さ
ら
に
天
文
九
年
（
一
五
四
〇
）
の
春
に
は
大
き
な
飢
饉
が
あ
り
、「
上
京
、
下
京
の
間
、
春
夏
中
、
毎
日
六
十
人
ば
か
り
の
死
者
こ
れ
を
捨
つ
」
と
い
う
状
況
が
秋
ま
で
続
い
た
と
い
う
（『
厳
助
往
年
記
』）。
　
そ
ん
な
状
況
の
中
、
洛
中
で
は
土
一
揆
の
蜂
起
が
続
き
、
天
文
元
年
（
一
五
三
二
）
か
ら
は
法
華
一
揆
が
、
天
文
五
年
（
一
五
三
六
）
に
は
延
暦
寺
宗
徒
が
法
華
宗
徒
を
攻
撃
し
た
天
文
法
華
の
乱
が
お
こ
り
、
天
文
一
八
年
（
一
五
四
九
）
に
は
、
摂
津
江
口
の
戦
い
に
よ
っ
て
、
き
わ
め
て
不
安
定
な
京
都
政
権
に
よ
る
、
信
長
入
洛
ま
で
の
畿
内
戦
国
史
後
期
が
幕
を
開
け
る
〔
熱
田
一
九
八
一
〕。
　
こ
の
よ
う
な
京
都
の
一
六
世
紀
の
状
況
を
、
特
徴
的
な
遺
構
か
ら
検
討
し
た
研
究
が
山
本
雅
和
氏
の
「
中
世
京
都
の
堀
に
つ
い
て
」
で
あ
る
〔
山
本
一
九
九
六
〕。
氏
は
そ
の
中
で
、
京
都
市
内
で
見
つ
か
る
鎌
倉
時
代
か
ら
江
戸
時
代
初
期
ま
で
の
様
々
な
堀
の
特
徴
を
整
理
分
析
し
て
い
る
が
、
小
稿
に
関
係
し
て
注
目
さ
れ
る
の
が
「
洛
中
の
堀
B
型
式
」
で
あ
る
。
そ
の
特
徴
は
、
規
模
が
大
き
く
、
内
側
に
土
塁
も
備
え
た
防
御
的
な
性
格
の
高
い
も
の
で
、
ほ
か
の
堀
と
異
な
り
、
条
坊
制
の
方
向
を
踏
襲
せ
ず
に
町
組
全
体
を
囲
う
堀
で
あ
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
が
、
最
も
重
要
な
点
は
、
そ
の
掘
削
時
期
が
、
応
仁
・
文
明
の
乱
の
時
期
で
は
な
く
一
六
世
紀
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
　
一
六
世
紀
前
半
の
京
都
は
、
た
て
つ
づ
け
に
お
こ
る
災
害
と
政
治
的
な
混
乱
の
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一
方
で
、
町
衆
の
結
束
が
高
ま
っ
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。
仁
木
宏
氏
に
よ
れ
ば
、
一
五
四
〇
年
前
後
に
は
町
共
同
体
が
確
立
し
、
個
々
の
町
を
基
礎
と
す
る
上
京
中
・
下
京
中
が
成
立
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
〔
仁
木
二
〇
一
〇
〕。
先
の
「
洛
中
の
堀
B
型
式
」
が
一
六
世
紀
に
登
場
す
る
背
景
に
は
、
こ
の
よ
う
な
町
共
同
体
と
の
関
係
が
推
定
さ
れ
、
そ
れ
を
ふ
ま
え
れ
ば
、「
歴
博
甲
本
」
と
異
な
っ
た
「
上
杉
本
」
の
街
区
表
現
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
う
み
だ
さ
れ
た
下
京
中
心
部
の
姿
が
前
提
に
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
　
戦
国
時
代
の
京
都
の
姿
を
描
い
た
「
歴
博
甲
本
」
と
「
上
杉
本
」
は
、基
本
的
に
、
先
に
完
成
し
て
い
た
「
歴
博
甲
本
」
を
基
準
に
系
統
的
な
関
係
で
説
明
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
。
た
だ
し
都
市
図
と
し
て
の
視
点
を
両
者
に
慎
重
に
加
え
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
検
討
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
、
応
仁
・
文
明
の
乱
以
後
で
織
田
信
長
が
入
洛
す
る
ま
で
の
京
都
の
社
会
を
検
討
す
る
た
め
の
、
様
々
な
情
報
が
創
出
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
鋤
柄
俊
夫　
二
〇
〇
八　
『
中
世
京
都
の
軌
跡
』雄
山
閣
林
屋
辰
三
郎　
一
九
八
四　
「
洛
中
洛
外
図
の
構
想
（
洛
中
洛
外
屏
風
の
世
界
）」『
文
学
』五
二
（
三
）
今
谷
明　
一
九
八
八　
『
京
都
・
一
五
四
七
』平
凡
社　
黒
田
日
出
男　
一
九
九
六　
『
謎
解
き
洛
中
洛
外
図
』岩
波
新
書　
瀬
田
勝
哉　
一
九
九
四　
「
公
方
の
構
想
」『
洛
中
洛
外
の
群
像
』平
凡
社　
水
藤
真　
一
九
九
四　
『
絵
画
・
木
札
・
石
造
物
に
中
世
を
読
む
』吉
川
弘
文
館　
黒
田
紘
一
郎　
一
九
九
六　
「『
洛
中
洛
外
屏
風
』に
つ
い
て
の
覚
書
」『
中
世
都
市
京
都
の
研
究
』校
倉
書
房
黒
田
紘
一
郎　
一
九
八
七
ａ　
「
洛
中
洛
外
屏
風
」に
つ
い
て
の
覚
え
書
き
」『
日
本
史
研
究
』二
九
七
黒
田
紘
一
郎　
一
九
八
七
ｂ　
「
都
市
図
の
機
能
と
風
景
「
上
杉
本
洛
中
洛
外
屏
風
」『
絵
図
に
み
る
荘
園
の
風
景
』東
京
大
学
出
版
会
小
島
道
裕　
二
〇
〇
九　
『
描
か
れ
た
戦
国
の
京
都
：
洛
中
洛
外
図
屏
風
を
読
む
』吉
川
弘
文
館
石
田
尚
豊
・
内
藤
昌
・
森
谷
尅
監
修
久　
一
九
八
七　
『
洛
中
洛
外
図
大
観
』小
学
館
吉
川
弘
文
館　
二
〇
一
〇　
『
国
史
大
辞
典
W 
E 
B
』
平
凡
社　
二
〇
〇
六　
『
J 
K
版
日
本
歴
史
地
名
大
系
』
引
用
・
参
考
文
献
小
澤
弘
・
川
嶋
将
生　
一
九
九
四　
『
図
説
上
杉
本
洛
中
洛
外
図
を
見
る
』河
出
書
房
新
社
吉
村
亨　
一
九
九
四　
「
応
仁
・
文
明
の
災
」『
京
都
歴
史
ア
ト
ラ
ス
』中
央
公
論
社
横
井
清　
一
九
六
八　
「
第
四
節　
町
衆
の
生
活
」『
京
都
の
歴
史
』3
学
藝
書
林
熱
田
公
編　
一
九
八
一　
『
鎌
倉
・
室
町
・
戦
国
』（
年
表
日
本
歴
史
5
）筑
摩
書
房
山
本
雅
和　
一
九
九
六　
「
中
世
京
都
の
堀
に
つ
い
て
」『
研
究
紀
要
』第
2
号　
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所
仁
木
宏　
二
〇
一
〇　
『
京
都
の
都
市
共
同
体
と
権
力
』思
文
閣
出
版
京
都
市　
一
九
八
三　
『
史
料
京
都
の
歴
史
』第
二
巻
（
考
古
）平
凡
社
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（
同
志
社
大
学
文
化
情
報
学
部
、国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
共
同
研
究
員
）
（
二
〇
一
二
年
一
〇
月
二
六
日
受
付
、
二
〇
一
三
年
一
月
二
五
日
審
査
終
了
）
